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防災道の駅のCGパース
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「適切な避難行動を実践することが県民の当たり前の文化になる。」という
広島県の課題に対し、防災機能を備えた道の駅を提案し、地域住民が日常的
に訪れたくなる施設を計画しました。また、防災道の駅をどの場所に建て、
どのような空間をつくるか考えること自体も減災に繋がると考えています。

広島県のDoboXデータを用いて、防災道の駅を建てるために適切な敷地を
検討しました。災害リスクが少なく、避難施設が十分でない場所を計画地に
選定し、国道や緊急輸送道路といった交通利便性も考慮しました。

今回私たちは広島県
が行う減災の取組や
データについて学修
し、防災道の駅を計
画するという建築的
プロセスにより解決
策を検討しました。
施設を建てることだ
けが避難率の向上に
つながるのではなく、
避難しようと思える
場所を考えるプログ
ラムの実施そのもの
に効果があると感じ
ました。
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